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官
立
富
山
薬
学
専
門
学
校
跡
（
富
山
市
）　

43
年
に
わ
た
る
薬
学
の
学
園
跡

　

昨
年
9
月
号
の「
と
や
ま
の
話
」コ
ー

ナ
ー
で
、共
立
富
山
薬
学
校
、富
山
市
立
薬

学
校
、富
山
市
立
薬
業
学
校
、富
山
県
立
薬

業
学
校
、富
山
県
立
薬
学
専
門
学
校
、官
立

富
山
薬
学
専
門
学
校
、富
山
大
学
薬
学
部
、

富
山
医
科
薬
科
大
学
、そ
し
て
再
び
富
山

大
学
薬
学
部
と
歩
ん
で
き
た
富
山
の
薬
学

校
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
場
所
は
、こ
の
う
ち
、

官
立
富
山
薬
学
専
門
学
校
、そ
し
て
そ
れ

に
続
く
富
山
大
学
薬
学
部
が
あ
っ
た
場
所

で
す
。碑
文
に
よ
る
と
、富
山
薬
学
専
門
学

校
は
大
正
9
年（
１
９
２
０
年
）12
月
に
、

そ
れ
ま
で
の
県
立
か
ら
官
立
に
移
管
さ

れ
、大
正
10
年
4
月
、奥
田
の
こ
の
地
で
開

校
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、そ

れ
か
ら
30
年
に
わ
た
り
特
色
あ
る
有
名
校

と
し
て
実
績
を
保
ち
続
け
ま
し
た
。
そ
の

間
の
昭
和
20
年
8
月
に
は
、戦
災
で
校
舎

を
焼
失
し
ま
し
た
が
、い
ち
は
や
く
復
興

の
実
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

昭
和
24
年
、学
制
改
革
に
よ
り
富
山
大

学
が
創
設
さ
れ
、同
校
は
同
大
薬
学
部
と

し
て
新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

3

こ
の
地
で
昭
和
39
年（
１
９
６
４
年
）ま

で
12
回
に
わ
た
る
卒
業
生
を
送
り
出
し

ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
、実
に
43
年
の
長

期
に
わ
た
っ
て
薬
学
の
学
園
で
あ
っ
た

の
で
す
。両
校
の
卒
業
生
は
合
せ
て
３
，

２
７
８
人
、世
に
出
て
薬
学
薬
業
は
も
と

よ
り
社
会
諸
般
の
発
展
に
力
を
尽
し
評
価

を
博
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、敷
地
面
積
は
運
動
場
・
薬

草
園
を
含
め
３
５
，
４
３
６
㎡（
２
５
，

８
７
５
坪
）と
い
う
広
大
な
施
設
で
、わ
が

国
の
薬
学
教
育
で
は
随
一
の
国
立
学
校
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
た
ち
川

赤江川

ラ
イ
ト
レ
ー
ル

富
岩
運
河

い
た
ち
川

富山駅

奥田小

★ 1
全
景（
公
園
は
三
角
形
の
敷
地
と
な
っ
て

い
る
）　
2
富
山
薬
学
専
門
学
校
、富
山
大
学

薬
学
部
跡
と
彫
ら
れ
た
石
碑
　
3
富
山
薬
学

専
門
学
校
の
時
の
校
歌
も
残
さ
れ
て
い
る
。

作
詞
は
相
馬
御
風
、作
曲
は
小
林
礼
。
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